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サンマ棒受網漁業の機械化についての研究－Ⅰ

揚網時に於ける機械化について

水試漁具漁法研究グループ

Ⅰ　要　　　　　旨

最近各種漁業で人員不足が叫ばれ深刻さを加えてきている。この人手不足を打開し併せて従来からの漁撥

をより高変化するために漁拷機械の研究と開発が大きな課題となっている0このような動向と相使って本県

でも関係者の間で，この間題が真剣に考えられるようになってきた。

そこで場内に，この種の研究グループが生れたのを機会にこのグノいブが中心になってまずサンマ棒受

網漁業の機械化による省力化をテーマとして取り上げることになった。

なおこの研究は，水産庁漁船研究亀東海区水産研究所の漁具科との共同研究として実施された。又油圧

による機械化に当っては飯野産業KK，内田油圧機器KKの絶大なる協力によるものである0

Ⅱ　サンマ棒受網の機械化についての検討

現在のサンマ棒受網漁業の操業方式の中でまず機械化され省力化が考えられる点は揚絹時に於ける機械力

の利用があげられる。

現在の方法では捲込みウインチ（六段播）により前プチ（沈子方）までの前約（10副～12脚ワイヤー）

は動力により1カ所に集められているがこれから先の網地の揚力は総て人力によっておこなわれているD現

在100雷～15口舌級の船で乗組員が55名～4D名は必要とされこれら乗組員の揚網時に於ける労力

の必要量は非常に大きなものとならざるを得ないのである0

そこで研究グノープが中心になって場内は勿論，水産庁漁船研究亀東海区水産研究所漁具科及び関係齢室

業者との話し合いを数回にわたって実施し検討した結果次のような操業方式でおこなうことれた0まず漁具息

具漁法の基本的な方式は現在のままとし，いままで，ウインチで前綱を1カ所に捲込んでいた方式をやめて

前納1本1本を，それぞれ1個の独立した機械力で揚げ更に場網綱を網地に装着し網地の部分も同じ機械力

で楊網する方法である。

榛受網では揚索忙かかる力のバランスが均一化していないのでウインチで1カ所に同じ速さで捲込むこ

とIも従来からも「ワイヤー喰い」等の問題が多くあった0そのため1本1本の前綱が自由に制御出来るこ

とは重要である。

ここで問題になるのは網と，揚網綱をどのよう托して分離し場網するかにあった。種々論議の鮭果侶区の

前約揚網綱をラインホーラー方式によって揚げることに決定した0

そこで綱地に添網を取。つけ枝綱で揚網綱を結ぶれこの場合横綱の数は出来るだけ・多いことが力の配九

九網に対する抵抗等をやわらげるうえに望ましいがこれは操作上の問題等から1車（絹地5間切）に1本

として実施することにした。
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茨巫試：試験報告　昭和57年度

なおこの結果10D雷級以上の船で最低1D名の省力化を目標にした。

皿　油圧による機械化の採用

まず機械化の方法として

（》　原動機から駆動する方法。

②　電動機によって駆動する方法。

（・油圧モーターによって駆動する方法。

があげられる。

①の方法では能率は割合に良好と思われるが装備が複雑で漁具の操作に邪魔が多く機械の制御が難かしい。

①では各機械に電動機を配置するので水密の関係や容楓　重量等が大きくなり不適当と考えられる。

喧）の方式は各機械にモーターを装備してもそれ程大型にならず更忙制御が容易である等の利点があげられ

る。

以上の結果油圧モーターによる方法を採用することになった。

次に油圧には低圧式と中高圧式がある。前者では，打）主機関からの駆動が容易である。巨）割合に価格

が安価である等の利点はあるが大型であり微妙な制御かしにくい等の欠点がある。これに反して後者は．什）

微妙な制御が容易である。申）小型である。H　遠隔操作が容易である等の利点がある反面　高価である

等の欠点もあるが，中高圧式を採用することにした○

Ⅳ　揚綱に要する力の推定

手綱（プチ綱）を捲くには，主機駆動の機械式ドラム（左右舷機室側壁に装備されている）を使用してい

るが推定軸馬力は20PS前後と考えられる。又手綱を捲く速度を0＿5～1■0爪／Seeの間として，その時の

張力を500－1000短とすると軸馬力は片側分で

（5口〔トー1〔川0）X（0．5－1．0）
亡5．55～15．5PSとなる。

75

次に前桐は同じく機械巌動の本数だけの捲込みローラ（六段権）で権いているが，これも揚索速度0．5～

1．0爪／S（⊃。として（500～1000短）xNの負荷とみてよいであろう。但LNは前綱の本数であり100屯

級では6本から8本程度であろう。今Nを占～8とすれば必要な軸馬力は

（500～1000）X（0，5～1．0）xd　　　（500・－1080）X（0．き－1．0）X8

75

±1998～798PS

75

62占．64～11占．4pS

次に綱は現在人力で揚綱しておりその速度0．5彗／se。程度である。1人の力を8貫目（約5D毎）とす

れば飼全部を揚げる必要な馬力は（この場合遠綱に要する人数を55名とみて）

1050XO．5
ヰ司．dPS

75
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きi＿　このことからみて，前納の1本当りの張力は500毎以下と推定される0又揚索速度もD・5茄／see春慶を越

ぇると網の扱抗も漁獲を少なくするように一現在の綱のままでは働くと考えられるので前綱用のローラ1佃

当りの馬力は

500〉く0．5

75
ー5．55PS

20PS

⑳　　　0　0　0　0

155PS　55PS

○　　○　　　　⑳
155PS

⑳手綱用ローラー

○前綱用ローラー

前綱用ローラーの全馬力が5・SX（Nを‘とすれば）約20PSとなり綱もこのローラーで揚げるから楊柳に

必要な馬力は“PSである。前網用に必要な馬力が綱の場合より造かに上回っているからローラーの全馬力

は20PSあれはよいことになり1個の馬力は5・55PSあれはよいということになる0

以上が葉室技官による揚網に要する力の推定である坑これを基準にして揚網機の製作を依赦した。

期　　　間

試　験　場

漁　　　場

調査研究員

乗　組　員

Ⅴ　試験実施要項

昭和57年1D月～11月

水戸丸く150雷，450PS）

三陸常磐沖海区の各漁場

猿谷倫，佐藤実，高棒惇

船長北川享外25名

Ⅵ　経過並びに結果

10月20日試験船水戸丸は新しい操業方式を装備し那珂湊を出荷し以後11月10日まで5次航海操業

した。1次2次はN590－N40、E1440ヤ45■の海域で操業し5汎4汎5次はN5dl E

1400～別410付近海域の漁場で操業がおこなわれた0この間操業回数82［弘漁獲量45－200毎で引回

当り54摘となっている0新しい操業方式での1回当りの操業時間についての記録は（測定10回）投網

時間5min～50S，揚網時間9minから11min～40針であった投網から投網完了までは12min～5がが

早く20min～50Sが最も遅かった0この場合漁獲量の大小によ。大きく変るので一定しない0個々の機械

の揚力について接線網に要する力の推定以上に当初メーカーが見込み製作したので個体の機械そのものの型

が必要以上に大型且つ堅固なものになったが，時化等の操業時も含め油の圧力を測定した鈴島50以下の

圧力で充分揚網することが可能であることが証明された0（始め圧力100をマキシウムと規定していた）こ

のことは供試されたような大型のものでなく・もつと簡易な小型のものでよいことが判明された0文網成忙

っいての観察結果を要約すると従来の操業方式の場合に比赦して変りないことかみとめられた0
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Ⅶ　考察並びに今後の研究課常

‾■5次航海にわたって操業に従事した結果満足とは言えないながらも一応試験操業は成功した。操業の過程

で色々問題なり欠陥が生じたが原則的な問題については当初計画研究された方式でよいことが立証された。

これらの生じた問題の多くはサンマ棒受納漁業を操業するうえで船自体にある欠陥から生じたものであって

轡械化によって生じたものの多くは見出せなかった。

しかし個々の部分には更に研究改善しなければならないこともあるのも　これらを抽出してみると次の通

りである。

まず機械的な問題についてみると

咄　揚網機の簡易化と小型化についての研究

②　揚網機のノ、ンドル，制御装置の位置について検討

⑨　回転速度の増強（最高0．5勿／se。程度までとする）

④　Oil tankの小型化（現在1，0801t用であるが5DOlt程度ではどうか。）

⑤　油圧の配管の簡易化（水戸丸に装備されているものは複雑すぎる。）

イ‾、1、1

、l

次に漁具についてみると最も大きな問題として

①　揚網網と枝綱とのモツレが目立つのでこの解消法についての研究

②　添桐と横綱との結び6をより補強する（菱綱の利用等）

④　枝網の間隔についての検討（現在1車の間隔であるがこの中に1本入れる必要がある。）

④　揚網機の位置と揚網網（添綱）との方向を一致させる必要がある。

以上が今後研究改善しなければならない主要な課題である。

昭和58年度には，これらの研究課題の解消と更に第二の機械化について，水揚げの問題，水場時に於け

る機線化等を取り上げて実施することを述べひとまず第1報としたい。

なおこの試験研究に当って共同研究の一環として終始指導と御配慮を賜わった水産庁漁船研究室薬毒技官

と関係各技官並びに東海区水産研究所漁具科宮崎科長と関係各技官に謝意を表し更に機械を試作し提供され．へ

た飯野産業KK，内田油圧機器KKに対し衷心よりお礼の詞を申し上げたい○　（笠執着　猿谷　倫）
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－　4　－



ソ　＼－

」●

油圧式ライ　ンホーラー

サン　マ棒受刑臓装

Ln

」　′

●嚢

油圧式　ウ　イ　ンチ

揚網中の　サ　ン　マ群



水　声　丸　の　胤　跡　阻

軒

嶋 ノ′

1壇

14t1420u5144014514るこ147ひ

幕1銑潜：綱便周回麒：‘国
魚　儀　轟　5伽

●▲

4 1

．

55

5－

5

5

角

島鞘

■

／

1410 14ヂ 14が 11㌔ 佃 0 14♂ 1470 1

慕う航潜　鯛t用回教　4回
濃　痍　轟1・H n

4α　　知／14101が　罰／‘

『5銑轟　搬用同義　5回
醜　儀　高　175t叩

4，

4 f

側

欝

｛

壇

刃

3 7

ささ

l

14 10 14 2 0 1450 114 0 145 0 14 4V 147 0 1

集2航鵜　糟鸞用匝麒　2‘胞
醜　儀　轟　22・7血

一一　6　－－



い，細い、碕輔償

拘　竹



御国林長調えび集魚一灯が欄牒

■

ロ　 ト ナスケン



湘切線網碑

t

▼約3す∂

凍揚ド7年

l
0

I

7盲8

　 7ヱ○

l

l

l
l

l

l
臣 ＿

l

　 l〇

才甲工ローラー
Q㌔ 雷 、一g

叫　 民　寸・

ガイドローラー

j′≠礼，爪上‘コ
ヱ‘ク耶　■

〃ク∂



－

一

〇

・

－



牙摘網控眉の鳩威
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